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	ダイヤモンドに次ぐ硬さと熱伝導率を持つ立方晶窒化ホウ素(Cubic Boron Nitride、cBN)は、鉄系材料との反応性が小さく、ダイヤモンドよりも熱的化学的安定性に優れています。 
このため、ダイヤモンドでは不可能だった鉄系金属の加工ができる工具材料として注目されてきました。 
cBNは天然には存在せず、ダイヤモンドと同じように高温で高圧の条件で人工的に合成して作ります。 
１９７０年代に、合成されたcBNの粉末をバインダーと混合して、超高圧高温下で初めてcBNの焼結体が開発され、それまで困難だった各種鉄系の高硬度材の高速切削が可能となりました。 
現在市販されているcBNの焼結体は、cBNの粉末と結合材（バインダー）を混合して、超高圧高温下で製造されています。その際、用いられるバインダーの種類や添加量によってcBNの機械的・熱的特性が大きく左右されます。 
切削工具用に市販されている立方晶窒化ホウ素には、cBN粒子同士が直接結合してバインダーが分散している多結晶タイプと、窒化ホウ素粒子がバインダー中に分散しているコンポジットタイプに大きく分かれます。 
多結晶タイプは、鋳鉄や耐熱合金の加工用として、コンポジットタイプは焼入鋼の加工用としてそれぞれに優れた特性を持ちます。このような特性を活かして、cBNは、エンジンブロックやギア、シャフト、ベアリングなどの自動車部品などの鉄系硬質材料の高能率切削加工工具に使用されています。 
また最近、バインダーを含まないcBN単相のバインダレスcBN焼結体が開発されました。 
cBN粒子を微粒に制御したバインダレス焼結体は、高温下でも高い硬度や強度を持ち、熱伝導率も高く、熱的な安定性にも優れています。 
このようなバインダレス化・微粒化により、切削加工を更に高速化、高能率化することが可能になると考えられており、次世代の切削工具材として注目されています。 
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